
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からだの元気レター                         ５月 

 

ファミリー健康相談では、こんな相談が… 

季節の変化や環境の変化に伴い、

今まで発症しなかったアレルギー

反応が現れることがあります。ア

レルギー反応とは、通常はあまり

害のない物質に対して免疫システ

ムが異常な反応をすることです。

大部分のアレルギー反応は軽度で

すが、アナフィラキシー反応と呼

ばれるものは命に関わることもあ

ります。アレルギー反応かな？と

思ったら、ファミリー健康相談へ

電話してください！ ヘルスアド

バイザーと顧問医師が連携して適

切なアドバイスをします。 

 

ご自分の健康、ご家族の健康で気になることがあったなら、ファミリー健康相談に相談です！ 

相談専用電話番号は各健康保険組合のホームページまたは健康保険組合発行の冊子等をご

らんください。 

 

 

 

ヘルスアドバイザーから

今月の一言 
 

夜間・休日の受診について 

 
医療機関は土曜日や日曜

日、そして祝日は休診にな

るところがほとんどです。

しかし、夜間や休日には休

日診療所などで受診するこ

とが可能なので、急な体調

の変化のときに受診した経

験のある方も少なくないと

思います。 

ゴールデンウィークやお

盆、年末年始など連休のと

きは、休日診療所が大変混

み合い、「具合が悪いのに

診察してもらうまでに半日

もかかってしまった」など

ということもあるようで

す。小さいお子さんの場合

は、受診が遅くなることに

よって症状が悪化してしま

うのではないかという不安

があるためか、休日受診数

が多い傾向にあります。し

かし、混雑した休日診療所

の待合室で長時間待たなけ

ればならない状態は、体力

を奪い、体調をさらに悪化

させてしまうことにもなり

かねません。発熱や打撲、

発疹や下痢など予期せず起

こりがちな症状でも、ホー

ムケアで対処して様子を見

ることで症状が軽快するこ

とがありますので、病院が

休診の日（時間帯）は焦ら

ずに、電話相談をご活用く

ださい。対処方法を保健

師、看護師、医師が様子を

お聴きしながらアドバイス

します。 

 

Q：3歳の子どもですが、全身に発疹ができて、いったん落ち着いても再

発を繰り返します。再発を繰り返さないための日常の注意点や対応

を教えてください 

A：症状が出始めたら、主治医から処方された薬を指示どおりにき

ちんと塗り、少しよくなったからといって止めてしまわないこ

とが大切です。症状がひどいときは皮膚への刺激を避け、日差

しの強い日は直射日光に当たらないようにするなどの工夫をし

てください。 

 

Q：フワフワとしためまいが続き、耳鼻科と脳神経外科の診察を受けまし

たが、問題はないと言われました。この先、どの科で診てもらえばよ

いのでしょうか？ 

 A：めまいは自分が揺れているように感じるものや、自分ではなく

景色が回るように感じるものなどいくつかの種類があります。

耳鼻科と脳神経外科では問題がないとのことなので、メニエー

ル病や脳障害ではないようです。フワフワとしためまいは自律

神経のバランスが崩れたときに起こることがあるので、心療内

科や総合内科で相談してみてください。 

 

Q：昼過ぎに起きて、夕方からの仕事をしています。朝は動悸やめまい

がひどく、日中の仕事に集中できない状態です。健康な状態にする

には何をしたらよいでしょうか？ 

A：睡眠不足による体調不良の可能性があります。まずは、睡眠の

リズムを整えるために、起床時間と睡眠時間を決めて規則正し

い生活を習慣にしてください。睡眠の質を上げるために、就寝

前に静かな音楽を聴いたり、軽いストレッチや呼吸法などで心

身をリラックスする方法を試してみてください。  

 

 

 

 


